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【科目】応用力学特論
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】後期・2 単位
【対象学科・専攻】環境工学専攻・1 年次
【担当教員】

木村 清和

【授業目標・教育方針】
本科で学習した構造力学をより一般的にした連続体力学を取り扱う。連続体力学を学ぶことにより弾性論、流体力学、
破壊力学など関連分野を統一的に把握することができる。さらに高等数学を用いて力学を理解することを目標とする。

【授業概要】
弾性論、塑性論、粘弾性論は種々の材料を種々の条件で取り扱う必要性から独自の分野で発展してきたが、外力を受
ける物体の変形応答として統一的に取り扱うべきものであると言う視点で、固体の力学として集大成された。
本授業ではその入門として連続体力学を取り上げ以下に上げる内容について授業を行う。
１．弾性理論に用いる数学（ベクトルとテンソル）
２．応力テンソル
３．主応力と主軸
４．変形と解析（ひずみテンソル）
５．構成式
６．線形弾性理論

【教科書・教材・参考書 等】
「連続体力学入門」Y.C.Fung
「2 次元弾性論」森口繁一

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
輪講形式で教員が要点を解説する

【メッセージ】
各自分担する部分は予習をし、質問内容などを明らかにしておくこと

【備考】
事前学習内容：本科で学習した構造力学Ⅰ , Ⅱ , Ⅲを復習し、力の釣り合いや応力について理解しておくこと

【成績評価方法】
［後期］期末試験：80%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力

【授業計画】（授業名：応用力学特論）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 弾性論に用いる数学 1 ベクトル、ベクトル方程式、総和規約
第 2 回 弾性論に用いる数学２ 座標の並進と回転、一般の座標変換
第 3 回 弾性論に用いる数学３ スカラー・ベクトル・テンソルの直交座標系における

解析的な定義、テンソル方程式、偏導関数
レポート

第 4 回 応力１ 応力の考え方、応力成分記号、運動法則、自由物体千
図

第 5 回 応力２ Cauchy の公式、平衡方程式
第 6 回 応力３ 座標変換による応力成分の変化、直交曲線座標系にお

ける応力成分
第 7 回 主応力１ 平面応力状態、平面応力に対する Mohr の応力円
第 8 回 主応力２ 主応力、せん断応力、3 次元応力状態における Mohr

の応力円
レポート

第 9 回 変形と解析 変形、ひずみ、直交座標系におけるひずみ成分
第 10 回 変形と解析 微小回転、主ひずみと Mohr のひずみ円
第 11 回 構成式 物質特性の規定、完全流体、Newton 流体
第 12 回 構成式 Hooke の弾性体、温度の効果、単純はりの理論
第 13 回 線形弾性理論１ 2 次元弾性論の基礎式

（釣り合い、構成式）
第 14 回 線形弾性理論２ 2 次元弾性論の基礎式

（幾何式、適合条件式）
第 15 回 線形弾性理論３ 支配方程式

- 1 -


